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次の等式 

x 量の商品 A=y量の商品 B （x 量の商品 A は y 量の商品 B に値する） 

 

具体例を挙げた検討。 

 

■一 価値表現の両極 相対的価値形態と等価形態 

 

20エレのリンネル=1着の上着 （20エレのリンネルは 1着の上着に値する） 

 

・ここでリンネルの価値は上着によって「相対的価値形態」で表され、上着は等価に置か

れている。 

・リンネルの価値はリンネル自身によっては規定できない。ここでは上着がリンネルの価

値を相対的に表現しているが、価値表現の材料を供給しているのみで、上着自身の価値を

表しているわけではない。 

・つまり、ここではリンネルの相対的価値は上着との等価形態によって表されている。 

・逆も然り。だが二つの商品は、その相対的価値の表現において互いに依存し合ってい

る。 

・このとき、一つの商品が同時に「相対的価値形態」であることと「等価形態」であるこ

とは両立できない。 

 

■疑問 

・マルクスは右辺と左辺の役割の違いを議論しているが、等式の意味（数式の厳密性）を

むしろ曖昧にしているのではないか？ 

・上の恣意的な等式表現において、なぜ異なる二つの商品がイコールとして等置されるの

かの推論過程がなければ、ある商品の価値を他方の商品が表現するという思考の根拠に乏

しいのではないか。→久留間の議論に続く 
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